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審議会等の会議結果報告 

1 会議の名称 令和６年度第１回津市環境審議会 

2 開催日時 
令和６年７月２９日（月） 

午前１０時から午前１１時３０分 

3 開催場所 津市本庁舎 ８階大会議室Ａ  

4 出席した者の氏名 

（津市環境審議会委員） 

塚田森生、北村早都子、猪岡貴光、岡山佳代子、小野豊和、筧晴、

金子聡、木原剛弘、佐藤忠利、髙山幸憲、津田由美子、中井宏文、

畑井育男、松岡浩二、森秀美 

（事務局） 

環境部長 辻岡賢二 

環境施設担当理事 格嶋淳夫 

環境部次長 岡則幸 

環境政策担当参事（兼）環境政策課長 西川直希 

環境施設担当参事（兼）環境施設課長・リサイクルセンター所長・

一般廃棄物最終処分場所長 今井一則 

環境政策課 地域脱炭素推進担当副参事 吉田和司 

環境保全課長 伊藤伸一 

環境保全課 空地・空家等連絡調整担当副参事 前田健 

環境事業課長 小橋毅 

環境施設課 建設担当副参事 前納秀光 

環境施設課 ごみ焼却・し尿処理施設担当副参事（兼）西部クリ

ーンセンター所長・クリーンセンターおおたか所長・安芸・津衛

生センター所長 今井直樹 

林業振興室長 藤田昌也 

上下水道事業局下水道工務担当参事（兼）下水道工務課長 長谷

和哉 

農林水産政策課農業振興担当主幹 中西智徳 

環境政策課調整・企画管理担当主幹 小林淳子 

環境政策課主査 別所真紀 

環境政策課主事補 小西可純 
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5 内容 
（1） 津市環境基本計画 令和５年度年次報告書について 

（2） その他 

6 会議の公開・非公開 公開 

7 傍聴者の数 0人 

8 担当 

環境部環境政策課企画管理担当 

電話番号 ： ０５９－２２９－３１３９ 

E-mail ： 229-3139@city.tsu.lg.jp 

 

議事の内容 下記のとおり 

事務局（小林） 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤委員 

 

事務局（小林） 

 

 

猪岡委員 

 

事務局（小林） 

 

中井委員 

 

事務局（小林） 

 

松岡委員 

 

事務局（小林） 

 

 

 

 

 

 

お待たせいたしました。定刻になりましたので、只今から、令和６年度

第１回津市環境審議会を開催いたします。 

委員の皆様には、大変お忙しい中、ご出席を賜り、ありがとうございま

す。審議に入るまでの間、進行役を務めさせていただきます、環境政策課

の小林と申します。よろしくお願いいたします。 

はじめに、人事異動によりまして新たに環境審議会委員に就任されまし

た方をご報告申し上げます。 

「津安芸農業協同組合管理部長 佐藤忠利様」でございます。 

 

よろしくお願いします。 

 

「環境省中部地方環境事務所環境対策課長 猪岡貴光様」でございま

す。 

 

よろしくお願いいたします。 

 

「三重県環境生活部環境共生局次長 中井宏文様」でございます。 

 

よろしくお願いいたします。 

 

「津市社会福祉協議会事務局長 松岡浩二様」でございます。 

 

松岡でございます。よろしくお願いします。 

 

皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

なお、本日、所用により、「日本板硝子株式会社津事業所事業所長 江口

裕之様」、「獣医師 橋爪俊裕様」、「公募委員 藤本和弘様」、「三重大学大

学院生物資源学研究科教授 木村妙子様」、「津市自治会連合会副会長 太

田増一様」におかれましては、欠席とのご報告をいただいております。 

それでははじめに、会議の開催にあたりまして、環境部長から挨拶させ

ていただきます。 
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環境部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（小林） 

 

 

 

 

はい、改めまして皆さんおはようございます。環境部長をさせていただ

いております、辻岡と言います。どうぞよろしくお願いします。 

本日は大変お忙しい中、お集まりいただきまして、誠にありがとうござ

います。委員の皆様には、日頃から環境行政の推進に格別のご配慮ご協力

を賜っておりますこと、重ねてお礼申し上げます。 

さて、今年はですね、今までになかったような体温越えの気温が、毎日

のように出ております。今日も予報では、津市の気温がですね、３８℃に

なるという予報でございます。百葉箱の置いてあるところは、百葉箱、あ

の白色の箱に入っておって、下は芝生で、風通しのよいところに置いてあ

るというようなことでございます。その百葉箱で３８℃ということで、本

当にアスファルトの上やったらどうなるんかなというような思いでござ

います。 

そのような中ですね、国も熱中症予防がですね、十分に、まだまだ浸透

していないということから、法的な裏付けのある積極的な対策の実施が必

要であるとして、本年４月１日、気候変動適応法の改正を行いました。毎

日のように発表されております熱中症警戒アラートより、さらに危険であ

ることを位置付ける、熱中症特別警戒アラートを創設いたしました。熱中

症特別警戒アラートとは、過去に例のない危険な暑さとなり、人の健康に

係る重大な被害を生じる恐れがあるもので、全ての方に危険な暑さから命

を守ってください、というレベルでございます。熱中症特別警戒アラート

は前日の午後２時に発表されます。翌日は外出をせずに、自宅等のエアコ

ンの効いた涼しい環境で過ごしてくださいと、環境省の方から発表されま

すので、周りのですね、高齢者、乳幼児等の熱中症にかかりやすい方がみ

えましたら、そういう環境で過ごせているのか確認をしてあげていただき

たいと思います。また、イベント等を主催してみえる方は、中止の判断を

していただく必要もあるかと思います。 

そこでですね、テレビ等のマスコミが報道しているクーリングシェルタ

ーなんですが、津市も６０の公共施設を指定しております。クーリングシ

ェルターは台風とかで避難指示が発令された時のように、避難してくださ

い、ここへ逃げてきてくだい、というような場所ではございません。テレ

ビとかでも紹介されているのですが、ある商業施設がですね、“ここへ逃

げてきてください。ジュースも差し上げます。”じゃないんですよね。基本

的に外出したらだめなんです。お家のエアコンが壊れているとか、やむを

得ない理由で外出してしまったとか、そういう理由で使う施設でございま

すので、誤解なさらないようにお願いいたします。 

さて、本日の環境審議会につきましては、津市環境基本計画の令和５年

度の年次報告をさせていただきます。実績、課題等についてのご意見をい

ただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

ありがとうございます。会議に入ります前に、事務局の職員を紹介させ

ていただきます。 

（以下、事務局紹介） 

それでは、審議に入ります前に、お手元に配布してございます、本日の
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塚田会長 

 

 

 

 

 

岡山委員 

 

塚田会長 

 

塚田会長 

 

津田委員 

 

塚田会長 

 

 

 

塚田会長 

 

 

会議資料の確認をお願いしたいと思います。 

まずはじめに、本日の「事項書」でございます。次に、「津市環境審議会

に係る意見シート」でございます。次に、「津市地球温暖化対策実行計画 

令和６年３月改定」でございます。そして、郵送いたしました、「津市環境

基本計画 令和５年度年次報告書」の以上４点でございます。よろしいで

しょうか。また、新しくご就任いただきました委員の皆様には、「津市環境

基本計画」と「計画の中間見直し」の２冊配布させていただきましたので、

よろしくお願いいたします。 

 続きまして、会議の成立についてご報告申し上げます。津市環境基本条

例第２０条第２項におきまして「審議会は、委員の半数以上が出席しなけ

れば、会議を開くことができない。」と定められております。本日、２０名

の委員のうち１５名の委員にご出席いただいておりますので、会議が成立

していることをご報告いたします。 

 当審議会につきましては、津市情報公開条例第２３条の規定に基づき、

公開することとし、一般市民の方の傍聴席を設けるとともに、会議の結果

につきましても、会議の議事録といたしまして、発信者の氏名を含め、公

開することとなりますので、ご了承いただきますようお願いします。会議

の議事録につきましては、津市のホームページ上で公開させていただきま

すのでご了承ください。 

それでは、津市環境基本条例第２０条により、会長が議長を務めていた

だくことになっておりますので、ここからは、塚田会長に議事進行をお願

いいたします。よろしくお願いいたします。 

 

 はい、こんにちは塚田です。 

それでは、環境基本条例の規定によりまして、議長として会議を進行さ

せていただきます。よろしくお願いします。 

 まずですが、本日の会議の議事録署名人を指名させていただきたいと思

います。お二方、一人目が岡山佳代子委員。 

 

はい、よろしくお願いします。 

 

よろしくお願いします。 

  

 もう一方、津田由美子委員。 

 

よろしくお願いいたします。 

 

もうお受けいただいたようですけど、他の方よろしいでしょうか。 

     

（「異議なし」の声あり） 

 

はい、ありがとうございます。それでは、岡山委員、津田委員よろしく

お願いいたします。 

 本日の審議事項、一点だけ計画されています。事項１「津市環境基本計
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環境政策担当

参事（兼）環境

政策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画 令和５年度年次報告書について」でございます。事務局の方から説明

をお願いいたします。 

 

はい、環境政策課長の西川でございます。平素は市の環境施策の推進に

ご協力いただきまして、誠にありがとうございます。 

それでは、令和５年度の環境施策の取組について、ご説明いたします。 

すみません、お手元のですね、「津市環境基本計画 令和５年度年次報告

書」をご覧ください。令和５年度は、津市環境基本計画、計画期間平成３

０年度から令和９年度の６年目でありました。お手元の「津市環境基本計

画 令和５年度年次報告書」は、環境基本計画と環境基本計画実行計画に

沿って、令和５年度の取組結果を整理いたしております。報告書の後半は、

以前の環境基本計画の期間中からのデータを積み上げた資料として整理

しています。また、時間の都合上、内容を割愛して説明させていただきま

す。 

すみません、それでは、各施策における主な取組結果をご説明いたしま

す。まず、《環境目標１》「自然と調和した恵み豊かな環境」への取組でご

ざいます。 

年次報告書４ページをお願いいたします。（１）自然環境の保全《山と川

と海のネットワークの推進》でございます。 

新雲出川物語推進委員会が主体となって、雲出川流域の環境保全を目的

とした様々な事業が実施されました。主なものとして、美杉地域での雲出

川一斉清掃には７２名、香良洲海岸清掃活動には１７５名、白山地域での

リバーパーク真見エコウォークには１８０名の参加があり、清掃活動を通

じて自然に触れるとともに、交流の輪を広げることができました。また、

環境保全活動のリーダーを養成することなどを目的として開催された環

境基礎講座には１７名の参加がありました。他にも、一志町波瀬地区と美

杉町八手俣地区で植樹を行うなど、様々な取組を行いました。 

プラットフォームを活用したエコサークル事業としては、津市エコサー

クルの解消に伴い、津市エコサークルに加入していた４団体全てが「津市

地域脱炭素推進プラットフォーム」へ参画いただきました。開設記念キッ

クオフイベントには４団体全てが、２０５０カーボンニュートラルミーテ

ィングには２団体が参加いただき、他の参加者との意見交流等が行われて

おります。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、今後も、山と川と海のネットワ

ークを推進し、雲出川流域の豊かな自然環境を情報発信するとともに、本

市の豊かな自然を次世代へ継承していくため、市民・ボランティア団体・

事業者・行政機関など、環境保全活動に取り組む各主体の連携を促進して

まいります。また、参画者同士の情報交換や連携を促すための２０５０カ

ーボンニュートラルミーティング、日頃の活動報告の場となるつ・環境フ

ェスタ等のイベントの機会を設けます。 

すみません、次に８ページをお願いします。《里地・里山・里海の保全》

でございます。 

 里地・里山・里海を守っていくために、市民の皆様がそれらの自然に触

れ、その重要性を実感していただくことが大切であることから、「自然体
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験ウォークラリー」などの自然学習イベントを開催いたしました。自然学

習イベントには、全部で２３９名の参加があり、市民の皆様の自然環境に

対する意識の向上につながることができました。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、里地・里山・里海が私たちにと

って豊かな恵みをもたらす大切な財産であることを自然学習イベントを

通して情報発信し、環境の意識が向上されることで、環境保全に繋がって

いくよう努めてまいります。 

次に１０ページをお願いします。《森林環境の保全》でございます。 

強い森林づくり促進事業や森林環境創造事業により、間伐等を促進して

森林の持つ多面的機能の発揮を促すことができました。 

森林環境譲与税を活用し、森林経営管理事業として、森林の経営や管理

に関しての意向調査、森林境界の明確化を実施し、間伐による未整備森林

の解消を進めました。 

１２ページをお願いいたします。みえ森と緑の県民税市町交付金の活用

の一つとして、森林の機能や林業に対する理解を深めてもらうため、夏休

み森と緑の親子塾やまるごと林業体験などを開催いたしました。これらの

体験学習会には６７名の参加があり、森づくりの大切さを知っていただく

機会となりました。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、引き続き森林の保全に関わる

様々な事業を行い、森林が持つ多面的機能が発揮されるよう努めていくと

ともにですね、森林経営管理事業を通じて、未整備森林の解消を図ってま

いります。 

すみません、次に１４ページをお願いいたします。《農地環境の保全》で

ございます。 

農業に携わる人の高齢化等による農業離れに歯止めをかけるため、就農

希望者や農業に関心のある人を対象とした市民農業塾を開催し、担い手の

育成を図りました。 

さらに、農業次世代人材投資資金事業及び新規就農者育成総合対策事業

の活用により、新規就農者の意欲喚起と就農後の定着が図られるよう努め

ました。 

また、耕作放棄地化の抑制や担い手に対する農地の面的集積の取組など

を支援し、効率的かつ安定的な農業経営者の育成に取り組みました。 

１６ページをお願いいたします。現状等を踏まえた今後の取組として

は、市内の農林水産物の魅力を伝えるため、生産者や事業者と連携した情

報発信を推進してまいります。また、各事業の活用を通して、新規就農者・

担い手の育成や農地集積・集約化等を支援することで、農業経営基盤の安

定化を図るとともに、農業・農村の多面的機能を発揮させ、国土保全・資

源かん養に努めてまいります。 

すみません、次はですね、《環境目標２》「資源が循環する社会環境」へ

の取組でございます。 

1７ページをお願いいたします。（１）資源循環の推進《３Ｒ（リデュー

ス・リユース・リサイクル）の推進》でございます。 

家庭から排出されるごみのうち、生ごみの減量化・たい肥化に取り組ん

でいただくよう、生ごみ処理機等購入補助金交付事業を実施し、１８ペー
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ジにありますように、２０８基の補助金申請がありました。また、生ごみ

処理機を貸し出し、その効果を体験してもらう生ごみ処理機貸与事業で

は、５２名の申し込みがありました。 

子ども達に資源循環への関心を持ってもらうため、小学校の給食残渣を

回収し、たい肥化し、肥料を小学校の花壇等で活用してもらう「くるりん

フード事業」や、市内４９の小学校や公共施設１３施設で、燃やせるごみ

として排出されがちな、お菓子などの空箱等を回収する場を設置し、そこ

で回収した紙をリサイクルしたトイレットペーパーを小学校等へ配布す

る「くるりんペーパー事業」を実施いたしました。 

容器包装プラスチックの資源分別を促進するために、令和６年度公表の

新たなごみ分別ガイドブックに掲載する、容器包装プラスチックの適正な

排出を促すページの作成や、ごみ分別アプリ「さんあ～る」で汚れた容器

包装プラスチックの洗い方に関する動画を紹介いたしました。 

すみません、２３ページをお願いいたします。その他さまざまな取組を

実施しましたが、令和５年度の１人１日当たりのごみの排出量は９８４ｇ

で前年度と同量となりました。一方、ごみのリサイクル率については、令

和５年度は２０．６％で前年度の２２．1％に比べ１．５ポイント下がって

おります。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、環境だよりや市ホームページ、

ごみ分別アプリ「さんあ～る」などで啓発を継続するとともに、環境イベ

ントの開催時やごみダイエット塾などの機会を捉え、生ごみの水切り、た

い肥化、容器包装プラスチックの適正な排出、「地元の掲示板 ジモティ

ー」の利用による不用になった物の再利用等について啓発し、ごみの減量・

減容化や資源化に対する意識の向上に努めてまいります。 

すみません、次に２５ページをお願いいたします。《ごみの適正分別と収

集》でございます。 

ごみ一時集積所にごみを排出することが困難な場合で、対象となる要件

を満たす世帯を対象に、日常的に発生するごみを戸別収集する「津市ごみ

出しサポート収集事業」が令和６年４月１日から開始されるにあたり、申

請受付を令和５年１０月２５日から開始し、令和５年度末時点で２０世帯

の申請がございました。 

また、大きな家具などをごみ一時集積所等まで運ぶことが困難な場合

で、対象となる要件を満たす世帯を対象に、「大型家具等ごみ出し支援事

業」を行い、令和５年度は６５６世帯の申請を受け、１，６７６個の大型

家具を収集いたしました。 

適正なごみの分別方法・出し方については、環境だよりやごみ分別アプ

リ「さんあ～る」、ごみダイエット塾や小学校環境学習等を通じ、啓発を行

っております。 

２７ページをお願いいたします。現状等を踏まえた今後の取組として

は、「大型家具等ごみ出し支援事業」の啓発の継続及び安定的なサービス

の提供を行います。「津市ごみ出しサポート収集事業」については、要件に

該当する世帯が想定より少なく、また関係機関からの要望を受け、令和６

年８月１日から要件緩和を行いますが、引き続き制度の内容について検討

してまいります。また、適切なごみ分別方法・出し方については、環境だ
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よりや市ホームページ、ごみ分別アプリなどを活用した情報発信を行うと

ともに、小学校での環境学習や地域へ出向いて行うごみダイエット塾など

は子ども達や地域の方の関心も高いことから、引き続き活動に取り組んで

まいります。 

すみません、次に３０ページをお願いいたします。（２）地域における脱

炭素社会の実現《再生可能エネルギーの利用促進》でございます。 

令和５年度の新エネルギー利用設備設置費補助金交付実績は、太陽光発

電システムは９２件、エネファームは７９件となりました。 

また、再生可能エネルギー利用施設の整備に関して、国及び県が策定し

たガイドラインを基に、事業者等に助言及び指導を行いました。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、新エネルギー利用設備設置費補

助金は令和５年度より補助対象機器を拡大し、定置型蓄電池、電気自動車

等充給電設備Ｖ２Ｈを追加いたしましたが、引き続き、補助対象機器の見

直しや制度の在り方を検討いたします。また、公共施設への再生可能エネ

ルギーの導入は、本市の事務事業における温室効果ガスの排出量の削減に

繋がるため、施設等の管理部局に対し、積極的に設置を推進いたします。 

次に３２ページをお願いいたします。《温室効果ガスの削減対策の推進》

でございます。 

温室効果ガスの排出量削減に向け、つ・環境フェスタや環境学習講座、

夏休みこどもエコチャレンジなどを通じて啓発を図りました。 

令和５年３月に運用を開始した「津市地域脱炭素推進プラットフォー

ム」には令和５年度末時点で事業者４３者、団体１４者、個人３者に参画

いただいております。「津市地域脱炭素推進プラットフォーム」の取組と

して開催した２０５０カーボンニュートラルミーティングでは参加者同

士の脱炭素に関する取組や価値観を共有いたしました。また、「津市地域

脱炭素推進プラットフォームポータルサイト」において脱炭素に関する情

報提供を行いました。 

すみません、３４ページをお願いいたします。現状等を踏まえた今後の

取組としては、引き続き環境イベントや環境学習講座などを通した啓発を

行うとともに、「津市地域脱炭素推進プラットフォーム」を効果的に活用

し、脱炭素に資する取組の情報提供を行うことなどを通して、目標とする

温室効果ガスの排出量削減を目指します。 

すみません、次は、《環境目標３》「快適で暮らしやすい生活環境」への

取組でございます。 

３８ページをお願いいたします。（１）衛生的な生活環境の保全《空き

地・空き家等の適正管理》でございます。 

空き地・空き家対策として、広報津や環境だより、市ホームページでの

啓発や、地域包括支援センターや在宅介護支援センターに協力を依頼し、

チラシ配布等を行いました。また、空き家無料相談会では９８件の相談が

あり、専門家によるアドバイスを行うことができました。 

適正に管理されていない空き家については、令和５年度末時点で改善に

向け対応中の特定空き家等が１２２件、特定空き家等以外が１７７件とな

りました。所有者等への改善依頼、及び空家等対策の推進に関する特別措

置法に基づく助言・指導・勧告を行い、改善に向けて取り組みました。 
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すみません、４０ページをお願いいたします。現状等を踏まえた今後の

取組としては、空き地・空き家等の発生抑制、適正管理の意識の醸成を図

るため、広報津や環境だより、市ホームページなどを利用し、継続した啓

発をしていきます。また、空き家の所有者に対する無料相談会を実施する

ほか、市役所においてはワンストップで対応できる常設の相談体制を整備

したことの啓発を行うとともに、関係団体とより一層連携を図り、所有者

からの空き家に関する専門的な相談に対応してまいります。 

令和５年度中に特定空家等は２５件、特定空家等以外の空き家は５７件

が解体、補修等により改善されました。今後におきましても、危険な空き

家に関する相談などに対して、空家等対策の推進に関する特別措置法に基

づき、所有者等へ適正に指導等を行い改善に努めてまいります。 

次に４１ページをお願いいたします。《愛護動物の適正飼養》でございま

す。 

獣医師に犬登録鑑札及び狂犬病予防注射済票の交付に係る業務を委託

するなど、飼い主の利便性を高めることで、犬登録や狂犬病予防注射の実

施率の向上を図りました。 

また、ペットの適正飼養・終生飼養、及び動物愛護に関する啓発をする

ための広報津への掲載やチラシの配布、４２ページにあります、三重県が

実施するＴＮＲ活動への協力などにより、生活環境への影響の抑制に努め

ました。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、犬登録・狂犬病予防注射の必要

を啓発していくとともに、動物病院における接種を啓発・促進することで、

飼い犬の総合的な健康管理の意識の醸成を図りながら狂犬病予防注射の

実施率の向上を目指します。また、愛護動物の適正飼養・終生飼養、及び

ＴＮＲ活動について、今後も三重県、あすまいる、津保健所と協力して、

将来的に殺処分ゼロ及び市民の皆様の相談・苦情の軽減に取り組んでまい

ります。 

次に４７ページをお願いいたします。《生活排水対策》でございます。 

公共下水道供用開始地域の公共下水道接続を促進するため、水洗便所改

造費助成金などの各種補助等事業を実施し、水洗化率の向上を図りまし

た。 

また、公共下水道供用開始地域となって３年以上経過する未接続世帯に

対し、パンフレットを配布するなど啓発活動を行いました。 

４８ページをお願いいたします。市営浄化槽事業による合併処理浄化槽

の設置と維持管理を行うとともに、合併処理浄化槽の新規設置、単独処理

浄化槽やくみ取り便槽からの転換に対して補助金を交付する浄化槽設置

整備事業補助金交付事業を実施し、合併浄化槽の普及を図りました。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、公共下水道への接続を促進する

ための補助制度や融資制度を継続して行うとともに、広報津等で各種補助

制度の啓発を実施し、さらなる下水道への接続、水洗化率の向上に取り組

んでまいります。また、市営浄化槽事業や浄化槽設置整備事業補助金交付

事業を推進することにより、公共用水域の水質改善を促進してまいりま

す。 

すみません、次に５１ページをお願いいたします。（２）やすらぎを感じ
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る生活空間の形成《緑の保全・創出と水辺環境の保全》でございます。 

５２ページをお願いいたします。生け垣緑化用苗木の配布事業や記念樹

配布事業による苗木の配布、津市民緑と花の市の開催により、地域緑化・

家庭緑化の促進をすることができました。 

緑化・美化運動では、自治会や市民団体等１７０団体に対し、苗木や花

苗、肥料等を支給し、緑豊かなまちづくりに取り組みました。 

都市計画公園の整備事業として、香良洲地区の北エリアにおいて津波発

生時の一時避難場所として利用できる香良洲高台防災公園の整備、岩田池

公園では利便性及び景観を向上させるため、サブエントランス及び園路の

整備を引き続き実施いたしました。 

５４ページをお願いいたします。既存公園の公園施設長寿命化対策事業

として１９の公園で２９の遊具の更新等を行いました。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、生け垣緑化用苗木の配布事業や

記念樹配布事業、緑化・美化運動などを継続して行うことで地域や家庭の

緑化を推進し、緑化・美化意識の向上を図ってまいります。また、都市計

画公園の整備について、香良洲高台防災公園は令和６年度の完成を目指

し、引き続き事業を推進するほか、岩田池公園においても現在着手してい

るサブエントランス及び園路の整備を進めてまいります。既存公園におい

ては、引き続き計画的に遊具等の更新を行い、公園施設の機能を適正に管

理することで、利用者の安全・安心に努めます。 

以上が、環境基本計画の「第４章 めざす環境像に向けた施策の展開」

に取り組んでいく施策として掲げた施策、環境目標１から３に対しての令

和５年度の主な実績でございます。 

６１ページ以降は、環境基本計画の実現に向けて、市民の皆様に環境に

対する意識を更に持っていただくために取り組んだ施策でございます。 

また、資料編につきましては、以前の環境基本計画の計画期間からの実

績を積み上げたものでございます。時間の都合上、説明は割愛させていた

だきます。 

以上、環境基本計画の６年目である令和５年度の主な取組結果でござい

ます。委員の皆様には、ＰＤＣＡサイクルのアクションに向けた視点で、

市としての今後の取組について、ご意見を頂戴できればと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

はい、ありがとうございました。 

只今、事務局から「津市環境基本計画 令和５年度年次報告書」につい

て報告・説明がありました。ご意見、ご質問ございますか。挙手をお願い

いたします。 

じゃあ、岡山委員お願いします。 

 

今年から導入していただきました、ごみの収集に困難な方のごみの収集

日を設けていただき、４月１日から実施ということでしていただいており

ます。実は私も非常にこのことに対して興味を持ちまして、ありがたく思

っている一人なんですが、最近、一番最初、紙として拝見させていただい

たときは、要介護３と書いてございました。最近ホームぺージを拝見させ



- 11 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塚田会長 

 

環境政策担当

参事（兼）環境

政策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山委員 

 

塚田会長 

 

岡山委員 

ていただきますと、要介護２というふうになっておりまして、この８月１

日から緩和して、また募集、それから申請受付という形のお話しをいただ

いたと思うんですけれども、こちらのことにつきまして、もうちょっと詳

しく、８月１日からの募集要件とかそういうようなもの、それから「さん

あ～る」に書いてございました、この件につきましては、３１ページの、

これは４月のガイドブック、新しくできましたガイドブックにも掲載され

ているということで、その４月の方も要介護３の方になっているんじゃな

いかと思われますので、そういうことをちょっと考えまして、もうちょっ

と詳しくご説明いただけたらありがたいと思うのですが。申し訳ありませ

ん。 

 

では事務局お願いします。 

 

はい、環境政策課長の西川でございます。 

ごみ出しのですね、戸別収集について、ご意見というか、ご質問をいた

だきました。この令和６年の４月１日からですね、おっしゃられるように、

まず要介護３の方で、単身ですね、家族が見えない方、ごみ出しができな

い方、それとヘルパーさんを利用されているということを条件にですね、

４月１日から戸別収集を開始いたしました。当初、昨年の１０月末ぐらい

からですね、募集を始めたところですね、募集が２０世帯ということと、

要介護３ではですね、なかなかもう一人でですね、単身で要介護３の方と

いうのはなかなかみえないとか、そういったいろいろご意見をいただきま

して、この８月１日からですね、３日後からですね、要介護、この部分を

２という形にさせていただきまして、既にもう募集はかけておりましてで

すね、２０名ぐらいかな、また増えておりましてですね、８月１日からさ

せていただきます。要件を変えたのはですね、要介護３から要介護２にな

るという部分とですね、あと単身世帯であるとか要は、あとごめんなさい、

要介護３と、あと肢体不自由の方とかですね、そういった障がいをお持ち

の方が元々入ってましてですね、そのへんは変えてないんですが、世帯で

高校生以下、例えば障がいのある方とお子様がみえてですね、前まではそ

のお子様がみえとったら単身ではないという形であれをしとったんです

けども、１８歳以下の方がみえる場合でもですね、それも含めるという形

で要件を緩和してですね、８月１日からですね、始めさせていただこうと

思っております。 

今後ですね、その部分でもまだ要件等々がですね、ごみのなかなか、困

難者ですね、出される方がみえる部分に関してまだあると思いますのでで

すね、また意見を聞きながらですね、今後ちょっと要件等また考えていき

たいと、そのように思っております。 

 

ちょっとよろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

ありがとうございました。あの、今お話し伺いまして、そちらの方の周
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知といいますか、私一人ここで聞きましてもなんともならんことではない

かと思うんですが、この後８月１日の今２０名、増えているんだというふ

うなお話し伺いました。この後、暑い季節から寒くなる季節へ移るわけで

ございますけれども、そういうふうな中で、周知の啓発なり、ご連絡とい

うか、広報に載せていただくなりですね、それから「さんあ～る」の、今

も申し上げましたように、載っておりましたのは要介護３というふうにな

っておりました。私も新しく始まりましたガイドブックですね、ちょっと

拝見しておりません、３１ページということでございますので、どちらに

行ったらいただけるのかな、というような申し訳ないような状態なんです

けれど、どうぞそこらへんもですね、早く改善していただきましてですね、

要介護２になりましたと、こういうふうに緩和されましたということで、

お知らせいただくとありがたいと思います。 

 

はい、すみません。広報津に関しましてはですね、７月１６日号の広報

津にですね、８月１日から緩和いたしますという形で、入れさせていただ

いております。それと各種、例えば民生委員さんの集まりであったりです

ね、自治会の集まりであったりということでですね、そういった会議にで

すね、出させていただいて、気に留めていただくような形で現状お願いし

ております。 

それからガイドブックに関しましては、要介護３になっとるかも分かり

ませんが、２に直してですね、修正いたしていきますのでよろしくお願い

いたします。 

 

はい、ありがとうございます。他にございますか。 

じゃあ筧委員お願いします。 

 

白山の筧です。 

年次報告書の１７ページ、「資源循環の推進」というところの「キ」のこ

とについて、少しお伺いします。今月号の広報、８月１日付の広報に、そ

の他プラスチックの再商品化開始ということで、とっても良い記事が載っ

ていました。今までは、包装容器とか、それからペットボトルについては、

かなり資源循環がとても進んでいたと思うんですけれども、その他プラス

チック、その他プラ、これ今までは全部焼却をされているということでな

ってたんですけれども、報告書の「キ」の最後の二行です、「また、その他

プラスチックについても、今後のマテリアルリサイクルの可能性を見越

し、分別の徹底を図るべく市民への啓発に努めます。」という形で令和５

年度の時は書かれていました。多分これからまだ数年後だろうなと、リサ

イクルはマテリアルリサイクル、あるいはケミカルリサイクル、あるいは

サーマルリサイクル、３つの方法があると思うんですけれども、マテリア

ルリサイクルっていうなかなか難しい部分、そこが多分２、３年後かなと、

こう思っておりましたんですけれども、結構早くこれができた、急にでき

たというか、それも多分、三重中央開発という新しい民間企業とのタイア

ップの中でできたんだと思うんですけれども、ただ、市民への啓発、実は

私のところ明日がその他プラスチックの回収日なんですけれども、今まで
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見てると泥だらけの物とかいろんな、これらを回収して資源に循環するっ

ていう、そこらがなかなか市民の皆さん、地域の皆さん方に認知されてお

りませんでしたので、汚れたままの物とか、いっぱいいっぱい出てきてお

ります。こういうふうな形でリサイクルに回っていくことなった場合に、

どのような啓発をし、どうしていくのがいいかということ、そして今後の

見通し、一番最後の吹き出しの男性の方が、「「その他プラスチック」を単

独で収集している、津市の大きな特徴です」、評価も含めて、他の状況も含

めて、今後これがどのように推進し、根付いていくのか、そこらについて

聞かせていただくとありがたいと思っています。 

 

はい、事務局お願いします。 

 

はい、すみません。環境政策課長の西川でございます。 

すみません、おっしゃる通り、その他プラスチックのマテリアルリサイ

クルに関しましては、これは令和５年度の部分でございますので、令和６

年のですね、４月１日からですね、再資源化に向けですね、リサイクルを

やっております。令和４年度なんですけどもですね、プラスチックの新し

い法律ができまして、今までは容プラが努力義務でリサイクルをする、そ

の他プラに関してはですね、何も特段の要件はなかったんですが、プラス

チックの新プラ法（プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律）

になりまして、令和４年度からですね、プラスチックに関しても努力義務

でですね、リサイクルをしなさいよということでなっております。 

津市に関しましてはですね、言われるように、容プラとですね、その他

プラという形で従前から分別を皆さんの協力によりましてですね、やって

いただいとるおかげもありまして、言われるように、その他プラの再資源

化がですね、スムーズに運ぶことができることになりました。今まで、お

っしゃるとおり、サーマルリサイクルですね、熱であったりそういった部

分の一部として使っていたやつをですね、全量リサイクルとして今、三重

中央開発の方に持って行ってリサイクルさせていただいております。 

出し方なんですけれども、容器包装プラスチックに関しましてはです

ね、出されるときにですね、汚れとったらですね、汚れたやつを取り除い

て出してくださいというふうにお願いはさせていただいておるのですが、

それは容器包装プラスチックに付いてしまうと、なかなか容プラに戻せな

かったりですね、かなり経費がかかりますので、そういう形で今リサイク

ルセンターの方で取ったりしてるんですけどもですね、その他プラに関し

ましてはですね、そこまで汚れに関してはですね、そこまでうるさく言っ

ておりません。三重中央開発の方でですね、まず洗浄を行いますのでです

ね、洗浄してからですね、全てに関してマテリアルリサイクルをやります

ので、汚れであれば当然そうなんですけれども、少々汚れていてもですね、

その部分出していただいたらですね、マテリアルリサイクルとしてです

ね、ペレット化されますので、その他プラスチックという形でよろしくお

願いしたいと思います。全国でもですね、その他プラスチックのリサイク

ルの量っていうのが、法律の３３条で大臣認定された部分の全国の市町村

の中では、津市がですね、分別をしていただいているおかげでですね、１，
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５００ｔかな、ということで仙台市とか京都市を超えてですね、仙台市な

り京都市というのは１００万人オーバーしてるんですが、その部分、津市

の方が結構、１，５００ｔということで集めさせていただいておるという

ことになっておりますので、皆様の分別を今までやってきていただいたお

かげでですね、結構スムーズにそういうリサイクルができとる、そういう

ことでございます。よろしくお願いいたします。 

 

ありがとう。全国的にも先進地ということで、今後進めて欲しいと思い

ます。 

三重中央開発というのは、場所はどこにあって、今後見学等させていた

だくことができるのかどうか、そこらも併せてお願いしたいと思います。 

 

場所はですね、伊賀市にございまして、見学とかは一度確認させていた

だきましてですね、行政が行くには全然すぐ行けるのですが、住民の方で

も行っていただけるかどうか、ちょっと確認をさせていただきます。 

 

はい、ありがとうございました。 

他にございますか。じゃあ髙山委員お願いします。 

 

生け垣緑化用の苗木の配布とかについて、５２ページとかあるんですけ

ども、私畑行くとき、畑は自然大切ですけど、一般の住宅の家にも生け垣

が、道路狭いところ、２ｍ５０ｃｍあるところの５０ｃｍか、ひどいとき

８０ｃｍぐらい出とるところがあるもんで、もしこれ配布した後、アフタ

ーケアかなんか、ＬＩＮＥかなんかで、年に１回ぐらい、その生け垣、枯

れたんはもう仕方ないですけど、道路とか、家から道路のはみ出しとかし

てないかどうか、そういう報告もするようにした方がいいと思うんですが

どうでしょうか。 

 

はい、事務局お願いします。 

 

はい、すみません。環境政策課の西川でございます。配布する、これ都

市計画部になるとは思うんですけれども、都市計画部の方へですね、その

旨ちょっとお伝えさせていただこうと思います。ちょっと今、環境部等々

で、その分に関してごめんなさい、こうしていきますということがなかな

か言える者がいないと思いますので、都市計画部の方へですね、意見とし

てご報告させていただいて、またその結果ご報告させていただきます。 

 

はい、ありがとうございました。 

他にございますか。金子委員、お願いします。 

 

三重大学の金子でございます。 

先ほどのちょっとプラスチックのところで、確認なんですけど、三重中

央開発の方で洗浄されているということだったんですが、出すときにより

綺麗なものを出せば、洗浄の割合が少なくなって、津市の方の財政的には
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やさしくなるのか、どちらにしても洗浄は必ずしているからそのへんはあ

まり関係ないのか、ちょっと確認させてください。 

 

すみません、洗浄はですね、必ず三重中央開発でまず洗浄しますので、

出されるときに関しましては当然きれいな方がですね、ごみの量が減りま

すのでですね、きれいな部分について出していただくというのが本当はあ

りがたいんですけども、言われるように、少々ごみが汚れておってもです

ね、それでも燃えるごみで出すのではなく、その他プラに関しましてはで

すね、少々の部分であればですね、出していただけるような形をとってい

ただくというような形で…。 

 

のが望ましいということですね。 

 

のが望ましいという形で。 

 

 

 

わかりました。 

 

すみません、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

じゃあ筧委員お願いします。 

 

よろしいですか。伊賀市ということだったんですが、例えば明日私のと

こが来ます。するとパッカー車で伊賀まで運んで、今まではリサイクルセ

ンターまでだったんですけども、かなり交通費とかそこらがかかって、費

用対効果等々も含めて、そこらの検討はなされているんでしょうか。 

 

全てリサイクルセンターの方へですね、持って行かさせていただいてで

すね、リサイクルセンターから収集運搬という形で運んでございます。今

言わせていただいたように、令和４年に新プラ法というのができまして、

元々その他プラに関しては、努力義務にも何もなってなかったんですが、

今努力義務という形でですね、それの費用に関しましてはですね、特別交

付金という部分の中でですね、計算されましてですね、費用に関してはほ

ぼほぼ、かかる費用に関しては全て、国の方からですね、特別交付金とい

う形で出していただいている、そういうふうな形ですので、経費に関して

は出ていかないような部分で今やらさせていただいております。 

 

はい、よろしいでしょうか。 

他にございますか。はい、じゃあ津田委員お願いします。 

 

すみません、細かいことなんですけれども、１９ページの一番最初に、
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「容器包装プラスチックの資源分別の促進」という項目の中で、「令和６

年度の公表に向け作成した新たなごみ分別ガイドブック」って書かれてい

るんですけれども、これはもう各家庭に配布されているものなのか、どう

いう内容なのかをちょっと知りたいんですけれども。というのは、いつも

ごみカレンダーに絵が載ってて、かなり分かりやすく表示されてるので、

それを見ながらごみを捨てるんですけど、何年か前に、あいうえお順で、

商品別に、この商品だったら金属の日とか何か書かれたものが、発行され

たと思うんですけど、それをすごく重宝してまして、よく見るんです。そ

れでも分からないときは私、市に電話をして、こういうのはいつ捨てます

かという確認もさせていただくんですけれども、あいうえお順に、商品別

にどこにいつ捨てるかというのを書かれたものと、これが一致するものな

のか、それじゃなかったら、そういうものはもう今後更新して発行はされ

ないのか、とっても重宝しているので、個人的に。それをちょっとお聞き

したいと思いまして。 

 

事務局お願いします。 

 

はい、すみません。ごみ分別ガイドブックなんですけども、ごみの分別

の一部、不燃とですね、金属を一緒に出していただけるという形で、今年

の５月からですね、ごみ分別のやり方を変えましたものでですね、このご

み分別ガイドブックもですね、新たに今作成をいたしました。言われるよ

うに、従前はですね、皆様家庭に一つ一つ、お配りさせていただいてです

ね、見ていただいておったかと思うんですが、すみません、ちょっと脱炭

素の関係であるとかですね、そういった部分もございまして、各家庭に一

枚ずつということの配布は今回やっておらずですね、市のホームページで

あるとかですね、「さんあ～る」というアプリなんですが、それを見ていた

だくとですね、飛んでいけるような形になってございます。ごみカレンダ

ーのところにですね、多分右上にですね、ＱＲコードを付けとったかと思

うんですけれども、そのＱＲコードをやっていただくとですね、そのごみ

分別ガイドブックに飛んでいくことになってございますのでですね、詳細

に関しましてはですね、ちょっとホームページ等々でご覧いただけたら、

今まであいうえお順で分けてあるですね、新しいガイドブックに飛びます

ので、そこでご確認いただけたらと思います。令和６年度ですので、今も

う既に公表してございますのでですね、すみません、本来であれば家庭に

一つ一つ配るのが一番いいのかとは思うんですが、紙の資源の部分という

形をとりましてですね、ホームページでの公表で。もし必要であればです

ね、家庭で印刷はできるような形にさせていただいておりますので、もし

それが使い勝手がいいというのであればですね、家庭の方でプリントいた

だけたらと思っております。よろしくお願いします。 

 

はい、ありがとうございました。確認してみます。 

 

はい、ありがとうございます。他にございますか。 
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よろしいですか。 

 

じゃあ、北村委員。 

 

２１ページのスーパー等の民間エコ・ステーションの回収状況で、調査

をしたということですが、その結果の方はいかがでしたんでしょうか。教

えてください。 

 

すみません、調査しておるんですけれども、手持ちでですね、調査結果

の内容とかを持っておりませんのでですね、ちょっとまたどういう結果だ

ったのかを後日というか、もし分かるんであれば今もう一回出しますし、

分からないようであれば、後日どういう結果だったかというのを報告させ

ていただきます。 

 

はい、他に何かございますか。ございませんか。 

先ほどの三重中央開発さんのとこで、私も興味深く伺ってたんですが、

コスト的には補助金で今はオッケーだというのは分かったんですけど、運

搬でエネルギーが要るじゃないですか、エネルギー的にどうなのかなとい

うことが一番やっぱり大事なはずなんですよね、これってね。そういう試

算みたいなことは何かありますか。 

 

ＣＯ２のですね、削減に関しましてはですね、全量１，５００ｔの部分

をですね、その他プラスチックをマテリアルリサイクルいたしますので、

１，５００ｔの内、多分５５％ぐらい、ちょっと今手元にはないんですけ

れどもですね、ＣＯ２の削減という形の計算はさせていただいておりまし

て、言われるように、燃料費のＣＯ２と比べましてもですね、その分より

はですね、ＣＯ２の削減には効果的であるというような試算は出させてい

ただいているところでございます。ちょっと詳細どんだけという部分は持

っていないんですけれども、すみません。 

 

ありがとうございます。またそれも何かの形で出していただいたら、よ

りごみを出す人が納得して出せるんじゃないかと思います。 

あともう一点、容器プラとその他プラは行先がどう違っているのかもち

ょっと未だに分かってないんですけれども、リサイクルのされ方といいま

すか、教えていただけますか。 

 

容器プラに関しましてはですね、元々その容器プラを製造されていると

いうか、販売の例えば企業さんとかがですね、それの責任を負うという形

がございまして、容器プラに関してはですね、９９％が企業さんがリサイ

クルするのにですね、企業さんの費用をもってですね、リサイクルをする

という形になってございまして、１％が津市の負担ということになってお

ります。 

その他プラに関しましてはですね、市が責務がございますので、市の費

用でリサイクルをする必要がございまして、そのへんが大きな違いになっ
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ております。 

あと、容プラはですね、容リ協といいまして、容器包装リサイクル協会

という部分のところで全てそちらに出させていただいてですね、約５５％

ぐらいはリサイクルという形で出させております。その他プラスチックは

言うように三重中央開発という形でリサイクルをするのに分けておりま

す。 

 

ありがとうございました。で、両方とも５５％ぐらいということなんで

すかね、そのリサイクル率っていうのは。 

 

率としては。 

 

はい、ありがとうございました。 

じゃあ、金子委員。 

 

容器の方のリサイクル、５５％は熱のリサイクルにいっているんでしょ

うか、いわゆる集まったあとのリサイクル、なんの形でリサイクルされる

のか興味があって、教えてください。 

 

環境施設課長でございます。基本的に容器包装プラスチックにつきまし

ては、パレットとかですね、そういうのが主なリサイクルになっておりま

す、現在は。 

 

ありがとうございます。 

 

はい、何か資料が来たようです。お答えいただけますか。 

 

すみません、先ほどのですね、市内回収の総重量ということでですね、

民間のエコ・ステーションの収集量等の調査把握ということで、合計の総

重量とかですね、例えば新聞であるとか雑誌であるとかダンボールである

とか紙パックであるとか、その他細かくですね、分かれた部分の調査をし

ておりますのでですね、これまた皆様に配布、こういう部分でってことで

資料を帰りまでにコピーさせていただきましてですね、配布させていただ

きますので、よろしくお願いしたいと思います。 

それからすみません、先ほど、三重中央開発の部分なんですけどもです

ね、申し訳ない、個人とかグループに関しての視察っていうのは現在やっ

てないとのことでございます。 

それとすみません、再商品化によってですね、その他プラスチックでで

すね、ＣＯ２の削減量なんですけども、再商品化を行わない場合、今まで

燃やしとった場合はですね、４，１５５ｔＣＯ２があったのがですね、再

商品化することによって、１，１１２ｔＣＯ２になるということで、約３，

０４３ｔＣＯ２、７３％削減されておりましてですね、１ｔＣＯ２で２５

ｍプール１杯分の体積に相当いたしますので、大体３，０００倍、倍とい

うんですかね、２５ｍプールが３，０００個分ぐらいのＣＯ２の削減に今
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それをやることでなっておるという、そんな試算になっております。 

 

はい、ありがとうございました。他に何かございますか。よろしいです

か。私じゃあ、もうちょっと伺います。 

一つはですね、６ページの外来種の話なんですけど、これは津市さんで

防除計画に則って罠を貸し出したりとかしていると思うんですよね、アラ

イグマとかヌートリア。今もまだやっておられるのかなと思うんですけ

ど、実績としてどれぐらい捕獲されているのか教えていただけますか。 

 

すみません、農林水産政策課です。 

現在もですね、アライグマ等の捕獲檻の貸し出しをさせていただいてお

ります。捕獲の件数につきましてはちょっと今資料がありませんので分か

りませんけども、令和６年度に入りましても、随時連絡がありまして、捕

獲檻の貸し出しをさせてもらっている状況でございます。 

 

ありがとうございました。何頭とか知る方法は今のところないというこ

とですかね。 

 

今ちょっと数字を持ってませんもので、戻れば何頭かというのは分かり

ます。 

 

 

いや、別にいいんですけど、分かるようにしていただいたらいいかなと。

ウェブサイトとか何かでね。 

他にございませんか。何かないですか。 

はい、お願いします。猪岡委員。 

 

はい、中部地方環境事務所の猪岡でございます。ちょっとこれ、どちら

かというと感想になるのですけれども、よろしいでしょうか。 

いろいろ施策を個に見せていただいてですね、個別のことについては地

域のことで分からないこともあるのでそこは発言を控えさせていただき

たいと思うんですけれども、いくつか施策を見たときにですね、結構一個

一個の施策っていうのは連携してると思うんですけれども、ここらへんの

それぞれ、例えばですね、生物多様性にしてもですね、里地・里山、あと

は森林環境の保全等ですね、あるんですけれども、これっていうのは横で

の連携が取れるような話かなと思うんですけれども、この報告書ですとそ

れぞれ個別のご報告のみたいな形になって、そのへんの連携とかは見えな

いんですけれども、このへんは何か連携してですね、一つのことで二つ解

決するとか、そういったものはあるんでしょうか。 

ちょっと答えにくいと思いますので…。 

 

よろしいですか、すみません、環境部次長の岡でございます。先ほど６

ページからの生物多様性であったり、その次の里地・里山・里海というこ

とで、それぞれの所属部署という形で主体はいろんな、載せさせていただ
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いてますが、講座であったり、いろんな学習会であったりというイベント

であったりっていうのはしてるんですけれども、基本的に市民活動団体さ

んっていうのが生物多様性ということで、環境保全課の中の範疇にもなる

んですが、先ほど冒頭で説明させていただいたときに、カーボンニュート

ラルのプラットフォームというところにも参画していただいて、地域脱炭

素であったりそういう部分でのそれぞれの担当の所で、動きを把握した

り、連携をしたり、後はいろんな学習会も、環境保全課、環境政策課とい

うことで、環境学習センターっていうのをベースにいろんな形での、こう

いうふうな学習ということも、啓発的な部分になっちゃうんですけれど

も、そういうとこの連携は単独部署じゃなくて、連携とっとるという形で

やらせていただいてます。 

 

ありがとうございました。他の自治体でもですね、やはり行政の中で縦

割りが強くて、同じテーマであってもですね、なかなか部署間で話ができ

ない、他の部署の案件に触れるようなことだとアンタッチャブルだとかで

すね、そういう話が結構何か所か聞かれたものですから、ちょっとそれで

確認させていただきました。ありがとうございます。 

 

ありがとうございました。今のに関連して私も言わせていただくと、そ

れぞれの部署さんに環境に関することを何かないですかといって出して

いただいたものをホッチキスでまとめているなという印象が非常に強い。

これそうなんですか、というふうなことも実際あると思うんですよね。私、

農学の系統の者なんですけど、例えば農地の集約をして大規模化すると

か、機械に補助金を与えるとか、こういうふうなこと、もちろんそういう

ふうな見た目の環境が好きな人もいると思うけれども、一方で三面張りの

排水路にしてしまうとか、いろいろなことによって生物多様性が失われて

いくということもいっぱいあると思います。だからそのまんま、なんでも

これも環境にいいですよと言ってしまうんじゃなくて、猪岡さん言われた

ように、それぞれでチェックし合うと言いますか、そういうふうなことも

大事じゃないかなと思いながら見ておりました。よろしくお願いします。 

それと、もう一点だけ言わせていただくと、そういう点で言うと今まで、

今日ご欠席の木村委員も言っておられましたけれど、ＴＮＲですね、猫の

ＴＮＲ、これは僕やっぱりどうしても納得いかない部分がありまして、施

策体系でいうと、「衛生的な生活環境の保全」というところに《愛護動物の

適正飼養》とかそんなのが入っている、ここに多分ＴＮＲが入っているん

ですけれども、猫って動物愛護法（動物の愛護及び管理に関する法律）の

５つぐらいの中に入っているから、市としていろいろやりにくいというの

は分かりますが、すごくかわいいんですけれども、かわいいっていうこと

を除外して考えれば、特定外来生物に入れるべき、ものすごい悪影響があ

る生き物なんですよね、野外では。飼育してる室内飼いには誰も文句言え

ないし、言わないと思いますが、わざわざ放している、もちろん不妊にし

て放しているそうですけども、そういうふうなことをする意味があるの

か。捕まえてくるのはいいですよ、でもわざわざ放すってどうなんやなっ

ていうふうなことはやっぱり、どうしても考えてしましますね。 
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それと、これについては所有権がどなたかにあるのか、っていうことを

お聞きしたいですね。ＴＮＲでそこらへんにいる猫について、どなたかの

所有物で、どなたかがそれについて責任を持っておられるのかということ

をお尋ねしたいんですけれども、どうでしょうか。 

 

すみません、環境保全課の伊藤でございます。 

なかなかちょっと委員ご質問の件、どなたかの所有かという話になって

くるんですけれど、飼われているというものであれば、飼い主のものにな

るかと思います。飼い主さんも当然そういう主張をされるかと思いますの

で。人間が関わっている猫については、猫全般に関してはブレーンの動物

愛護法という法律がありますので、愛護動物として扱われてます。なので、

ＴＮＲでいったん放すっていうのは、要は駆除対象に法律上なってないと

いうふうに考えます。じゃあ所有者不明猫というか、俗に言う野良猫はど

ういう扱いになっているのかというのは、多分自然環境のものというふう

に考えるのか、無主物、法律上のなんらかに属してないものということに

なるんかなと思います。ですので、誰かのものって分からない猫について

は駆除ではなくて、避妊・去勢した上でリリースするというふうになって

るものと考えられます。 

ちょっと今の法律上の話になるんですが、ペットショップとかで売られ

ている猫については今、マイクロチップの導入が義務付けられています。

これは犬も猫も、犬は狂犬病予防法という法律もありますのでなんです

が、動物愛護法の方でマイクロチップの導入が義務付けられているので、

ある程度そこの区別はつくのかな、誰の持ちものというふうな話になって

くると、もうちょっと整理がつくのかなというふうに思います。法律上の

話で、ちょっとどういう表現していいかっていうのも難しいんですけど

も、いわゆる俗に言われる野良猫については無主物ということになるのか

なと思います。ちょっと、何とも返答し難くて申し訳ないんですけれども、

以上です。 

 

いや、なんて言うんですかね、でもそれってすごく大事なことだと思う

んですよね。家の庭にしょっちゅう猫がフンしていくんです。腹立って腹

立ってしょうがないんですが、それの責任誰が取ってくれるのかっていう

話をしてるんです。わざわざ、ＴＮＲだけど放している。それも別に持ち

主がいないから、例えば私、罠猟の免許を持ってますけれども、狩猟の対

象と思っていいんですかっていう。 

 

すみません、ちょっと猫は狩猟の対象には…。 

 

いや、ノネコは狩猟の対象です。ノイヌもね。 

 

野犬に関しては、もし見つけたら保健所が捕まえることに、どちらにし

ても県の部分ではあるので、ちょっと返答し難い部分があるんですけど

も、野犬は保健所が必ず捕まえることに、これは狂犬病予防法でちゃんと

法律上義務付けられてますので、そこは間違いございません。 
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猫に関しては、駆除するって話、県も動物愛護管理推進計画の中で、駆

除するという考え方にはなってませんので、全体の中ですと方針に沿って

ますので、ちょっと私どもとしても県の方針に従ってというか、県の方針

に沿って動いているという状況ではございます。 

 

なんか津市は中核市に移行する権利もあるはずやけど、されてないから

県の下請けをされているというふうな理解をしておりますけれども、まあ

それはともかく、所有者がいないノネコであれば別に捕ってもいいんです

よ、ノイヌもね。だから保健所がどうとかいうのは全く別の話なんですけ

ど、そういうふうにとられてよろしいんですかね。誰も餌付けもしてない

し、所有者もいないし、ですよね。 

 

すみません、それは駆除するっていう考え方…。 

 

いや、別に食べてもいいし、三味線の材料にしてもいいんですよ、それ

は。 

 

環境保全課の伊藤でございます。すみません、ちょっとそれの返答はで

すね、ちょっと私から今ご返答しにくくてというか、申し訳ございません、

私の知識が足らないのかも知れないですが、動物虐待とかっていうふうな

ことに該当しないのか、ちょっと私が判断できないので、今のご質問は市

から県の方にいっぺん聞いてみたいとは思います。 

 

聞いてください。でも虐待とかとは全然違うんですよ。例えばアライグ

マでも、哺乳類なので虐待したらそれは犯罪ですよね、だけど防除計画に

従って、捕獲して燃やしてはるわけですよ、津市はね。だから猫だって虐

待するとかじゃなくって、狩ったりすることはできるんですよ。 

 

すみません、それは鳥獣保護管理法（鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の

適正化に関する法律）上、駆除対象にできるかどうかという話になってく

ると思うんですけど…。 

 

駆除じゃありません。狩猟動物、哺乳類が何種類かあって、その中に鹿

とか猪とか、ノイヌもノネコも入っています。例えば猿は入ってない。そ

れは決まってますから。 

 

ちょっと、それも含めて一度確認をさせてもらいたいと思います。 

 

狩猟のあれには入っていると私も思います。 

 

はい、聞いていただいてですね、そういうことをちょっと整理していた

だきたいんです。ＴＮＲというものが、どういう法的な根拠でいろいろや

っておられるのか、しっかりと責任の所在も含めてですね、県と相談して

いただきたいなと思います。よろしくお願いします。 
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すみません、他にございますか。いいですか。 

そしたらですね、意見もそろそろ尽きたようですので、事務局におかれ

ましては、出た意見を尊重して、環境施策に生かしていただきたいという

ふうに思います。 

 それでは、次に、事項２「その他」ですが、事務局から何かございます

か。 

 

すみません、地域脱炭素推進担当副参事の吉田でございます。 

皆様のですね、お手元の方にお配りさせていただきました津市地球温暖

化対策実行計画、令和６年の３月に改定したものでございます。こちらで

すね、令和３年にですね、国の方が、地球温暖化対策計画及び政府実行計

画がですね、改定されまして、目標値が上がりました。それに伴いまして、

三重県さんの方でもですね、三重県地球温暖化対策総合計画の区域施策

編、事務事業編の計画値が上がりました。そのことに伴いまして、津市の

計画値も上げさせていただいたというものでございますので、また参考ま

でにご覧いただければと思います。 

あとすみません、一つ宣伝をさせてください。私、地域脱炭素の推進担

当なんですけども、津市の方でですね、今年啓発物品としまして、このバ

ッグと、それとですね、海洋プラスチックで作ったボールペン、これをで

すね、いろんな研修の場とかですね、そういった場でですね、配らさせて

いただきます。今日皆様にもお配りさせていただきましたので、また業務

等でですね、使っていただければと思います。以上でございます。 

 

はい、ありがとうございました。 

委員の皆様、他に何かございますか。今言っとくこと、特にないですか。 

特になければ、事項２についても、終了したいと思います。 

事務局から事務連絡ありますか。 

 

農林水産政策課です。先ほどのご質問の小動物のヌートリアの捕獲頭数

とかですけども、令和５年度はヌートリアは０頭になっております。アラ

イグマの方は１９２頭捕獲をしております。 

 

はい、ありがとうございました。では、事務連絡お願いできますか。 

 

はい、本日はですね、この年次報告書につきまして、ご審議いただきま

して、誠にありがとうございます。 

 時間の都合もありまして、まだまだご意見等あるかと思いますけども、

ご意見がですね、もしあるようでございましたらですね、今お手元に配布

させていただいております意見シートにですね、８月５日を目処にご意見

いただければ幸いでございます。提出につきましてはですね、ファックス

でもＥメールでも結構ですし、様式についても、意見シートにこだわりな

くですね、自由様式で結構でございますので、ファックス番号、Ｅメール

アドレスはですね、意見シートの下段に記載しております。よろしくお願

いしたいと思います。 
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すみません、先ほどの市内の回収店舗の総重量ということで、帰り皆さ

んにお配りをさせていただくんですが、合計店舗で、個々のあれは入って

ないんですけどもですね、そういう形ですみません、ちょっと配らさせて

いただきます。 

 

これでよろしいですか。 

 

はい、ありがとうございます。 

 

 

 

はい、ありがとうございました。じゃあ、他に無いようですので、以上

で本日の事項がすべて終了したことになります。 

これで、「令和６年度 第１回津市環境審議会」を終了したいと思いま

す。ありがとうございました。 


